
非常に重要な

役割を果たし

ている, 47%

やや重要な

役割を果たし

ている, 

35%

あまり重要な役割を

果たしていない, 

8%

全く重要な役割を果たして

いない, 2%

わからない, 9%

期待する, 

94%

期待しない, 6%

令和元年度 アフリカ(3ヵ国)における対日世論調査結果

I. 対日関係 II. 信頼関係

アフリカ

III. 平和国家としての日本の歩み

とても友好

的な関係に

ある, 40%

どちらかというと友好的な

関係にある, 48%

どちらかというと

友好的な関係

ではない, 2%

全く友好的な関係で

はない, 0%

わからない, 10%

とても信頼

できる, 

38%

どちらかというと

信頼できる, 

48%

どちらかというと信頼

できない, 6%

全く信頼できない, 1%
わからない, 8%

大いに評価

する, 55%

ある程度評価

する, 33%

あまり評価しない, 6%

全く評価しない, 1%
わからない, 5%

IV. 日本の対アフリカ支援

Q. 日本企業によるあなたの国への更なる投資を期待するか。

94%が
「期待する」

と回答

Q. アフリカ開発会議（TICAD）についてどの程度知っているか。

よく知っている, 

11%

見たり聞いたり

したことはある, 

43%

全く知らない, 

45%

Q. 日本は国際社会における開発協力(ＯＤＡを含む)分野において
どの程度重要な役割を果たしていると思うか。

Q. あなたの国と日本は現在どのような関係にあると思うか。 Q. あなたの国の友邦として、今日の日本は信頼できると思うか。 Q. 戦後70年の日本の平和国家としての歩みについてどう思うか。

88%が
日本と

「友好的な関係に
ある」と回答

85%が
日本を

「信頼できる」
と回答

88%が
日本を

「評価する」
と回答

※回答の比率は四捨五入のため合計が100%にならない場合があります。

調査対象国: 南アフリカ，ケニア，コートジボワール
調査対象者: 18 ~ 59歳の男女1,500名（各国500名） 調査方法:インターネット調査（一部訪問面接調査併用）
調査期間: 2019年11月 調査機関:Edelman Intelligence

82%が
「重要な役割を
果たしている」

と評価

54%が
「TICADを
知っている」

と回答


